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第 4 回 美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

議事録 
 

■開催日時・場所 

 平成 27年 10月 21日(水) 14時 00分～14時 50分 

 美祢市民会館２階 第１・２会議室 
 

 

■次第 

１. 開 会 

２. 会長あいさつ 

３．議事 

（１）パブリックコメント結果報告について【資料４】 

（２）美祢市人口ビジョン【資料２】 

   美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略(案)について【資料１】 

（３）答申について【資料５】 

４．その他 

５．閉 会 
 

 

■配布資料 

１．第４回 美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 会議次第 

２．美祢市人口ビジョン、美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略(案)【資料 1】 

３．美祢市人口ビジョン、美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略 変更表【資料 2】 

４．美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会における意見及び対応状況【資料 3】 

５．美祢市人口ビジョン(案)、美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略(案)へのパブリックコメント実

施結果について【資料 4】 

６．美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について（答申）【資料 5】 

７．美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 委員名簿・配席表 

 

■会議風景 
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■出席者名簿                                 敬称略・順不 

◎は会長、○は副会長  

 

区 分 氏 名 出欠席 

委
員 

美祢市議会議員 副議長 岡山 隆 出席 

美祢市議会議員 竹岡 昌治 ◎ 出席 

公募委員 田原 義寛 出席 

公募委員 堀田 勝利 欠席 

カルスト森林組合 代表理事組合長 大呑 俊彦 ○ 出席 

JA山口美祢農業協同組合 専務取締役 山本 善継 出席 

美祢市商工会 青年部長 齋藤 秀一郎 欠席 

美祢市観光協会 専務理事 佐々木 秀介 出席 

山口県宇部県民局 局長 楠木 秀己 出席 

山口県立美祢青嶺高等学校 校長 古谷 修一 出席 

山口銀行美祢支店 支店長 末永 博之 出席 

連合山口中部地域協議会美祢地区会議 事務局長 永井 政夫 出席 

山口新聞 支局長 平岩 和也 出席 

美祢市地域組織活動連絡協議会（母親クラブ）会長 田中 よし子 出席 

美祢市青年会議所 社会開発委員長 内海 満夫 出席 

事
務
局 

総合政策部長 藤澤 和昭 出席 

総合政策部  企画政策課 課長 佐々木 昭治 出席 

総合政策部 企画政策課 課長補佐 岩崎 敏行 出席 

総合政策部 企画政策課 主査 石川 博之 出席 

ランドブレイン株式会社山口事務所 所長 八木 周吾 出席 

ランドブレイン株式会社広島事務所 主任 鈴木 将光 出席 
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■議事録 

 

１．開 会  

（事務局から開会の宣言と資料の確認が行われた。） 

 

２. 会長あいさつ  

 

竹 岡 会 長 本日で４回目になるが、本日はパブリックコメントをどのように反映させるか、審議

会で頂いた意見をどのように織り込んでいくかを説明し、案を承認いただいて、答申と

したい。答申が済んだら審議会がおわりではない。３年間ある。最後になるので忌憚の

ない意見を頂きスムーズな会にしたい。 

 

３．議事  

 （１）パブリックコメント結果報告について【資料４】 

（説明記録略。パブリックコメント結果について説明が行われた。） 

 

意見交換・質疑 

 

竹 岡 会 長 １番目の提案について、健康に良いと表示できる法律がある。有機栽培以上に付加価

値を与えることができる。 
  

事 務 局 機能性表示食品。そういった形で商品の価値を高めることができる。 
  

竹 岡 会 長 今年の４月からだったと思う。農産物のグレードを高めることができる。 
  

事 務 局 総合戦略の P17 に安全、安心で美味しい農作物をと表記してあるが、その安全、安心

の中に含んでいる。 
  

竹 岡 会 長 括弧書きで戦略に記載できるのであれば、補足をした方が良い。 
  

事 務 局 表記する。 

 

 

（２）美祢市人口ビジョン【資料２】 

   美祢市まち・ひと・しごと創生総合戦略(案)について【資料１】 

（説明記録略。事務局から人口ビジョン、総合戦略について説明が行われた。） 

 

意見交換・質疑 

 

竹 岡 会 長 説明での、原課と調整しているとは。 
  

事 務 局 総合戦略の具体的な記載まではしてないが、各事業について、原課で検討している。 
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岡 山 委 員 総合戦略の P17、現在は 23法人で、H31年までに 25法人は目標設定が低いのではない

か。今後、他の県の法人も 1 つにまとめるような組織、連合法人化も出す必要があるの

ではないか。このままの記載で良いか。 
  

事 務 局 集落営農法人数について、担当課と協議をしながらになるが、数値としては、このま

まで進められればと考えている。法人が統合されると法人数が減る可能性もある。 
  

竹 岡 会 長 連合はあるのか 
  

山 本 委 員 つくろうとする動きはあるが、現在はまだない。 
  

竹 岡 会 長 ただの法人化と連合でどう違うのか。 
  

山 本 委 員 法人協議会は現在あるが、1 つでは成り立たないため、一緒に取り組んでいこうとす

ること。 
      

竹 岡 会 長 計画のローリング（見直し）の可能性はあるのか。 
  

事 務 局 １年毎に検証を行っていく。 
  

 

 

（３）答申について【資料５】 

（説明記録略。答申(案)について説明が行われた。） 

 

意見交換・質疑 

 

竹 岡 会 長 文字の訂正等は、事務局にお願いすることで良いか。 
  

委 員 各 位 了承された。 

 

４．その他・連絡事項（今後の予定）  

 

事 務 局 手交式は 10月 26日(月) 15：00から行う。 

本審議会は、今後３年間継続することとなる。 
      

部 長 

あ い さ つ 

竹岡会長はじめ、各委員の皆さまには、非常にタイトなスケジュールの中、４回の審

議会にて、慎重かつ熱心な審議をいただき、心より御礼申し上げる。本日のご意見を反

映させたうえで、審議会の答申として取りまとめる。 

答申をいただいた後は、市として、着実な推進に向けて取り組む。また、今後とも進

捗管理、検証、評価、新たな展開について、委員の皆さまのご意見をいただきながら、

美祢市の人口減少に歯止めをかけて、豊かな街になるよう取り組みたいと考えている。

今後とも、ご指導よろしくお願いする。 
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楠 本 委 員 将来展望にて、５年間で 3,000人程度人口を増やすこととなっているため、UJI、企業

誘致、出生数などの見込みをみて、施策を頑張る必要がある。 

概略の数字を目標において、進めていくとよい。 
      

田 原 委 員 パブリックコメントについて、意見をいただいた方に説明するなど、誠心誠意対応い

ただきたい。 
  

 

 

５．閉 会  

（会長から閉会の宣言。） 

竹 岡 会 長 皆さまのご助力により、答申ができるところまでまとまった。検証しながら、皆さま

と意見を交わしたい。どのようにやっているかを日頃から見ていただきたい。 

議会でも、執行部と両輪で行っていきたい。よろしくお願いしたい。 

 

以上 

 


